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令和2年10月28日（水）　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：蕨野　主
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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・11月3日創立記念写真撮影について

日　時：11月3日（火）

時　間：1回目～集合：9時15分　撮影：9時25分

2回目～集合：10時　　　撮影：10時10分
場　所：南山苑前（小雨決行）
対象者：全職員（パート・非常勤を除く）※私語厳禁

＜ローテーション研修＞
・11/2（月）～11/6（金）まで川瀬Nsが青陽館のローテ研修予定。

＜書類等の作成及び点検について＞
『疾患別診療計画書・LASMI・転倒評価の作成について』

・２人一組の担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成、電子カルテへの登録が済んでいるかを
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田確認し、お互いに協力して期日までに終了する。LASMI等の評価も同様に行っていく。
＊LASMI、転倒転落評価は年1回（2月評価）へ変更。ただし、新規利用者は8月に評価を行うこととする。
『記録・マニュアル等の点検について』
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
デイケア：久保・鳥谷部　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も　
デイナイトケア：藤田・戸賀沢

＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載の有無
＊日誌と電子カルテの出席に漏れが無い様、毎日のチェックと毎月の確認を行っていく。
・通所の各種マニュアルの更新
＜利用者様情報＞

デイケア

・中村　与一郎様～8月頃より、関係各部署スタッフや、他利用者様に"個人情報をばらされた""自分が困っているのに十分に対応してくれない"等と考えるようになり、猜疑的となっていた。スタッフと他利用者様が日常会話をしている様子を見て「個人情報をばらしたのか。」「仲間を売るのか。ぶっ殺してやる」等と発言をすることや、スタッフの首元を掴む行為も見られていた。その後も、他利用者様間と対人トラブルになることがあり、都度介入を要していた。今月23日（金）、金銭を紛失したと本人が話しており、以降精神状態に変化が見られている。口調が荒く声高になることがあり、青明舎スタッフにエアガンを向け発砲した経緯がある。本日臨時受診し、入院の説明し同意したため任意入院となる。

デイナイトケア

・板橋　利美様～　青風荘より情報提供あり。10/25（日）夕食後、3階で転倒。あばらの痛みを訴えており、整形受診し、レントゲン撮影にて骨折はなく打撲とのことで、1週間から10日ほどで良くなるでしょうとのことで、湿布処方されており、次回受診の必要はないとのことであった。昨日はデイナイトケア欠席し、自室で安静にしていたが、日中のずっと眠っており、起きた際に腰の痛みを訴えていたとのこと。

ショートケア
特記する利用者様はおりません。
＜事例検討会＞
カンファレンスシート（　馬渡　武光　様）
実施日：R2年10月28日（水）13：30～14：00

担当：犹守
検討内容　情報交換
	氏名
	馬渡　武光様
	性別
	男
	年齢
	81
	生年月日
	昭和14年5月30日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	糖尿病

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣を身に付ける。

	本人希望
	健康を維持し、今の生活を続けていきたい。

	家族希望
	

	入院歴
	計　3回（最終：昭和42年12月20日～平成14年10月11日）

	通所歴
	　2回目

· 前回：平成14年10月14日～平成17年9月30日

· 今回：平成17年11月4日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘

	家族構成


	利用制度
	精神障害者手帳　1級
	障害基礎年金1級
	他（後期高齢者医療）


【目標・治療計画（現在）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	健康的に青風荘での生活を続ける。
	①生活にハリが持てるように楽しみを見つける。
	①作業療法やレクリエーションに参加し、新しいことに挑戦する。
	①本人が興味を向けることができることを探っていく。スタッフはやりたいことは体験できるように関わっていく。

	
	②青風荘での生活を続ける為に、迷惑行為・不潔行為をしないようにする。

	②どんなことが迷惑行為や不潔行為なのか理解出来るようになる。

	②どんなことが迷惑行為か不潔行為なのかスタッフへ聞く。迷惑行為・不潔行為に至った場合はスタッフと振り返りをする。

	
	③他者と円滑な交流が出来る。

	③相手に伝わるような話し方をする。
	③自ら話が出来るように、会話する機会を作る。SSTにて、会話の技能を取得する。スタッフとの会話の中で会話の技能を学べるよう関わっていく。


【検討内容】
	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①作業療法やレクリエーションに参加し、新しいことに挑戦する。
	· レクリエーションには積極的に参加し、集中して取り組む事出来ている。反面、関心の低いプログラムではトイレなどを訴え、途中退席すること多く見られている。
· レクリエーションでは、自身が得意な種目では笑顔で行っている。
・作業療法では、塗り絵や計算を行っている。計算でも桁数が多くなると拒否が見られている。ロジック等には拒否が見られている。

	興味のあるものや表情良く行えている活動を継続して行い、本人の楽しみや生活にメリハリをつけていく。計画は継続とする。
褒められる体験を同じ種目でも繰り返し楽しむ事を促す。

	②どんなことが迷惑行為や不潔行為なのか理解出来るようになる。

	・ゴミ箱の中を気にすることや、蛇口に口をつける行為が見られている。
・自身で不潔行為をした際に、隠すように行う場面も見られている。
・昼食後にゴミ箱に手を入れペットボトルを拾おうとする不潔行為あり、不潔であり拾わない様に伝えるが、聞き入れ悪く「うるせぇ」と言いやめようとしないため、再度声を掛けると渋々ゴミ箱から手を出すが、スタッフに対し肘鉄を当てるような動作をしている。
	迷惑行為や不潔行為の改善が見られずにいる。繰り返しての説明を要しており、計画は継続とする。

	③相手に伝わるような話し方をする。
	・長文の会話はできず、会話の意味の理解も乏しい。
・日常の場面でも、言葉で返答せず指で×をつくり出来ないと意思表示することあり。
・本人の都合が悪いとその場を去る様子が見られる。
・プログラム中の発言は聞かれるようになってきているが、自身が発言した内容を放棄してしまう場面が見られている。
	他利用者様や入所者との交流を円滑に行うことが出来るようにするため、本人の言葉を引き出せるように支援していく。計画は継続とする。


補足
9/21冷蔵庫へペットボトルを戻しに行こうとした際、椅子の脚に躓き両肘、両膝から前方へ転倒し、右肘、両膝の発赤を確認している。本人様より「顎を打った」との発言聞かれるも発赤や皮下出血は無く、転倒後は自ら起き上がっている。

発赤や腫れはなく経過しているが、顎からぶつけている為今後転倒した際に怪我に繋がる可能性がある。
対応策として青陽館では、危険が予測される場面（違うことに夢中になって周りが見えていない時）には、スタッフが声がけを行うようにする。
隆男様





洋一様





保護者　武志様








